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§1.まえおき

Cieに Siを 15魂まで混ぜた ,い くつかの混晶についてのサ イクロトロン共

鳴 とBall効果の実験結果を報告する｡ Siが 15魂 というのは ,伝導帯中底が

Ll点か ら△点に移る ,つまり88型か らS･i型に移 る交叉域 1)で ,それよりrJe

側で実験を行な ったということである. もっともHall効果の方はp-型試料

について行な ったので ,価電子帯が対象であ (),G･e側であるとい うことを ,

サイクロ ト｡ン共鳴の場合 ほど意蔵する必要はない｡

§2.サ イクロ トロン共鳴

これについての詳細はすでに発表 してある2)ので ,ここでは省略する｡ 結

論だけをいえば ,Slの組成比が増すにつれ ,電子 ,正孔ともに有効賀意の異

方性が減少するo Siが 4･25解以下のところでは ,電子の共鳴線のli射ま,不純

物による以外は思 ったほど影響をうけないようである (qsi< 1古~17C仇2 at

4.2oK)o Si以外の不純物の影響は大きく .このためか ,混晶にしない場合
r.

に正 して ,共鳴線 の強麓そのものが きわめて弱 く,これが測定の障碍 となって

いる｡

請5,高温域におけるHall効果と商連事象

とくに P型の合金試料をえらび ,77oK以 上でのflall易動乾を濫獲の関数

として求めた｡ この領域では ,散乱機構は格子振動に支配 される ｡易動度を
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と書いた場合の温度 の指数 nを S土の組成百分比に対 してプロットするとFig.

1のようになるO さきにIJOVitas5)が 多結晶合金について求めた結果 と大むね

一致 し'単結晶の特殊性はこの事に関する限 り現われない｡なお図は省略する

が ,iLHの絶対値 もSiの組成比を増すにつれ ,漸次減少するC

次にHall易動度 と ドtJ7 ト易動度の比和 /鵬 を温度に対 してプロットする
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とFig･2のようになるOただ しPd-を直接には測れないので ･770Kで PHと

一致するものとし 'それ以上の塩安では伝導乾か らJLd_を求めた｡ PH/Fld･は

Siの組成比p)増加につれ ,温度に無常係に1なるらしいことがわか るO ノ鳴/jld_

の温度依存性は 十価電子帯の二帯モデルで説明できるとい うことにな ってお｡4モ

p塑 Siで これが観刺 されないのは ,試料が不完全だか らといわれているが ,

聾者は必ず しもこの解釈 を素直には受取 っていない｡ なぜな ら ,不完全 さとい

う意味では '5蕗Siを含む合金などは ･市販され るP型 Siの良質のものに比

べれ ば ,はるかに悪い試観 であろうが ,それでもp塑 Geに近い FlE/pd-の温度

依存性をもっている｡ ilH/〟d-が 1に近 くなるのは ,不完全性だけによるもの

か どうか末だ疑問の余地がある｡5)

･この間題 に鐘連 して ,Hall係数の磁場作存性も各試料について測定したが ,

Siの組成比が増すにつれ ,依存性はゆ るやかになるO

§4.低温域における1-Eiall効果

Fig･5は5藤Siを含:vtp合金のfia'11係数を ,低温域 まで測定した結果を示

す0両白いのは 0.002L3Vの活性化エネルギーをもつ不純物中心が観測にかか

る点で ,その操鑑は全アクセプター数 より 】栢程度下である｡ 5魂というSiの

組成比 と ,配位数が 4とい う事情を考えるとき ,これE,声4つの隣接庶子 (G-e,)

のうち 1っが Siにおきかわ ったアクセプターを想起させ る｡ しか し0･002eV

という活性化エネルギーの成因が何であるかは速断で きない｡いづれにせよ '

GleにSiを適当選鉱合 させることにより,人為的に浅い不純物準位をつくるこ

とができれば ,遠赤外の検 出器などに有用な役割を果すことになろ う｡
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囲 説 明

Fig.1 fiall易動度の混在依存性を表わす指数が ,b'iの組成百分比に対

して変化す る様子 を示す｡○ は木裏験で ,×は Levitas5)による多結晶合

金の実験結果｡

Fig.2. Hall易動度 と 卜や7)フ ト易助産の比O

ただ し 77oKで規格化 してある｡

irlg.5. 注e(97癌)Si(5感)における 昆all係数 の塩鮭変化 ｡ 0･002評

の活性化 エネルギーをも った浅い不純物 準位が きわめて明瞭 にとらえ られて

いるo NAlはこの準位をもつ不純物中心の濃乾 ,王iA2はそれ以外 のアクセ

プ タ-湛度O
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